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研究成果の概要 

本課題「高効率熱電変換を志向した相転移ナノ流体の創製」では、熱化学電池の高効率化に資

する相転移ナノ流体の創成と相挙動の探索、そして、実用を指向したフロー熱化学電池の研究展

開を目標として研究を行っている。2022年度は、以下の進捗があった。 

相転移ナノ流体の創成に関しては、LCST型相転移を示す pNIPAMにビオローゲン部位を修飾

したポリマー、フェノチアジンにエチルグリシジルエーテルおよびエチレンオキシド鎖を修飾したミ

セル化分子、およびアントラキノンにカルボキシ基を導入したミセル化分子の新たな相転移ナノ流

体を合成し、その相転移挙動を電気化学的に制御できることを実証した。pNIPAM―ビオロゲン高

分子では LCST転移のエントロピーがゼーベック係数に直接寄与していることを示した。 

フロー熱化学電池のシステムを開発した。熱化学電池は液体部が発電に寄与するため、エクセル

ギーの散逸が最も大きい熱源近傍付近の温度境界層で発電することができる。そこで、カソード・

アノード電極間距離を温度境界層相当の 0.8 mmにして液をフローして熱電変換を行ったところ、

圧損を超える発電が実現できた。フロー速度に応じて理論的にはポンプの圧損の 10~100倍程度

の発電が可能であることを示した。これにより冷却システムを自律的に駆動できる可能性を示した。 
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